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公
明
党
議
員
団

岡
本　

い
さ
お

民
主
ク
ラ
ブ奥田　

け
ん
じ

日
本
共
産
党
議
員
団

牛
崎　

の
り
子

民
主
ク
ラ
ブの

づ　

恵
子

子
ど
も
の
居
場
所

 
　

児
童
館
は
、
各
世
代
間
交

流
の
場
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｕ

　

プ
ラ
ザ
と
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ

１８に
再
編
さ
れ
る
。
計
画
あ
り
き

で
は
な
く
、
児
童
館
と
し
て
必

要
な
所
は
残
し
、
選
択
肢
を
残

す
べ
き
で
は
。

 
　

Ｕ　

プ
ラ
ザ
は
、
全
て
の

１８

世
代
を
対
象
と
し
、
中
学
校
区

に
１
カ
所
９
館
整
備
す
る
。
ま

た
、
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
は
全
小

問答

学
校
に
整
備
す
る
た
め
、
選
択

肢
は
確
保
し
て
い
る
。

 
　

地
域
実
情
に
よ
っ
て
、
児

童
館
を
残
す
こ
と
を
考
え
て
は
。

 
　

児
童
館
の
あ
り
方
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
発
展
的
な

解
消
と
考
え
て
い
る
。

本
町
四
丁
目
用
地

 
　
　

か
年
計
画
（
第
２
次
）

１０

の
今
後
の
活
用
す
る
用
地
の
中

に
、（
仮
称
）
鍋
横
高
齢
者
会
館
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

問答問

ス
の
整
備
用
地
と
あ
る
。
地
域

で
理
解
を
得
る
た
め
、
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

 
　

施
設
機
能
の
検
討
を
進
め

な
が
ら
、
必
要
な
時
期
に
適
切

な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

本
町
五
丁
目
の
公
園
用
地

 
　

４
月
か
ら
暫
定
利
用
す
る

が
、
防
災
公
園
と
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
。
そ
の
位
置
づ
け
は
。

答問

 
　

都
市
計
画
の
種
別
は
、
近

隣
公
園
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

 
　

地
域
に
は
本
整
備
に
向
け

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し

て
い
な
い
。
基
本
設
計
に
入
る

前
に
、
地
域
説
明
を
行
う
の
か
。

 
　

昨
年　

月
に
今
後
の
大
規

１０

模
公
園
整
備
の
基
本
的
考
え
方

を
示
し
た
が
、
今
後
、
本
整
備

に
移
行
す
る
際
の
計
画
設
計
は
、

区
民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

答問答

自
由
民
主
党
議
員
団

市
川　

み
の
る

議
会
と
執
行
機
関
の
関
係

 
　

議
会
と
執
行
機
関
は
車
の

両
輪
と
言
わ
れ
る
が
、
互
い
の

役
割
を
尊
重
し
、
節
度
と
緊
張

感
を
持
つ
べ
き
だ
。
最
近
の
区

政
で
は
、
確
認
し
た
日
程
を
変

更
し
て
審
議
を
行
う
先
議
や
、

補
正
予
算
の
回
数
が
大
き
く
増

え
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

 
　

先
議
は
、
日
程
の
関
係
上
、

真
に
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限

り
、
必
要
性
を
慎
重
に
検
討
し
、

厳
密
に
区
別
し
て
お
願
い
し
た
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
区
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
状
況
の
変

化
、
最
近
の
事
例
で
は
、
緊
急

経
済
雇
用
対
策
、
定
額
給
付
金

な
ど
予
見
で
き
な
か
っ
た
施
策

の
実
施
の
た
め
に
行
っ
た
。

 
　

総
計
予
算
主
義
の
原
則
に

立
つ
と
、
補
正
を
繰
り
返
す
財

問答問

政
運
営
は
ノ
ー
マ
ル
と
は
言
え

な
い
。
予
算
編
成
の
取
り
組
み

は
、
財
政
サ
イ
ド
の
力
量
を
発

揮
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

 
　

予
算
編
成
は
予
算
の
全
貌

を
明
ら
か
に
し
、
執
行
上
の
責

任
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

想
定
さ
れ
る
経
費
は
す
べ
て
当

初
予
算
に
計
上
す
べ
き
で
あ
り
、

補
正
予
算
は
区
民
生
活
を
守
る

た
め
緊
急
対
応
が
必
要
な
も
の

な
ど
に
限
ら
れ
る
。

 
　

区
長
は
今
後
、
議
会
と
の

関
係
を
、
ど
う
築
い
て
い
く
の

か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

 
　

区
民
の
意
思
を
確
か
め
な

が
ら
仕
事
を
す
る
上
で
は
、
議

会
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
手
続

き
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
欠
か

せ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

答問答

高
齢
者
・
障
害
者
緊
急
時
対
策

 
　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
、

緊
急
時
に
個
人
の
医
療
情
報
を

関
係
機
関
に
伝
達
す
る
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
だ
。
中
野
区
で
は
、

区
と
民
生
委
員
が
個
人
情
報
を

共
有
す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
が

あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
。

 
　

救
急
隊
員
等
が
円
滑
に
救

護
措
置
で
き
る
よ
う
、
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
載
し
、
目
立
つ

玄
関
先
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
。

 
　

地
元
で
実
施
し
た
訪
問
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、　

％
が
玄
関

９５

先
へ
の
設
置
に
反
対
だ
。
冷
蔵

庫
収
納
タ
イ
プ
の
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
を
見
せ
て
説
明
す
る

と
、「
保
管
場
所
が
明
確
、
個
人

情
報
も
安
心
」
と
、
設
置
必
要

性
の
認
識
は
強
い
。
緊
急
連
絡

カ
ー
ド
事
業
を
見
直
し
て
は
。

 
　

現
在
の
方
式
の
変
更
は
考

え
て
い
な
い
が
、
記
載
す
る
情

報
や
置
き
場
所
は
検
討
す
る
。

 
　

自
宅
内
で
活
用
す
る
救
急

問答問答問

医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
併
せ
て
、

屋
外
で
の
緊
急
時
に
備
え
て
常

時
所
持
す
る
情
報
カ
ー
ド
の
導

入
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

 
　

医
療
情
報
を
適
切
に
提
供

で
き
る
仕
組
み
が
大
事
で
あ
り
、

改
良
・
改
善
に
努
め
て
い
く
。

地
域
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
　

新
し
い
地
域
支
え
あ
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
に
あ
た
り
、「
元
気
で
ね
っ

と
」
の
二
の
舞
と
な
る
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
、
区
の
決
意
は
。

 
　

地
域
で
本
当
に
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
す
る

た
め
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と

い
う
決
意
で
取
り
組
み
た
い
。

 
　

区
が
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
社
会
形
成
の
視
点
に
つ
い
て
、

区
長
の
考
え
を
伺
う
。

 
　

志
が
あ
る
方
が
、
で
き
る

範
囲
で
、
気
軽
に
支
え
る
側
に

回
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
区

が
適
切
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

づ
く
り
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

答問答問答

特
別
支
援
学
級
宿
泊
事
業
廃
止

 
　

障
害
児
が
親
元
を
離
れ
て

日
常
生
活
訓
練
や
集
団
生
活
体

験
を
す
る
宿
泊
事
業
は
、
効
果

が
高
い
。
事
業
廃
止
に
つ
い
て
、

保
護
者
へ
の
説
明
の
現
状
は
。

 
　

こ
れ
ま
で
３
回
ほ
ど
説
明

し
、
３
月
に
も
予
定
し
て
い
る
。

 
　

学
校
単
位
の
実
施
に
は
、

教
育
委
員
会
の
適
切
な
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

問答問

 
　

泊
数
拡
大
や
数
校
合
同
実

施
、
通
常
学
級
移
動
教
室
へ
の

参
加
も
可
能
と
な
り
、
介
助
員

派
遣
な
ど
の
支
援
を
し
た
い
。

 
　

子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き

出
す
新
し
い
体
験
の
機
会
を
工

夫
し
、
保
護
者
が
安
心
で
き
る

事
業
体
制
を
早
急
に
示
す
努
力

を
、
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
　

学
校
と
相
談
し
て
保
護
者

に
示
し
、
丁
寧
に
説
明
し
た
い
。

答問答

杉
の
子
大
和
沼
袋
分
場

 
　

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
狭
い
ス
ペ

ー
ス
は
満
員
で
、
受
注
作
業
の

材
料
や
商
品
が
棚
の
上
に
あ
る
。

地
震
な
ど
の
災
害
時
対
応
の
た

め
、
改
善
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

 
　

相
談
の
う
え
、
必
要
な
支

援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
　

活
動
が
保
証
で
き
る
施
設

を
提
供
す
べ
き
で
は
。

 
　
　

か
年
計
画
（
第
２
次
）

１０

案
で
は
、
東
中
野
小
学
校
跡
地

問答問答

な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級

 
　

沼
袋
小
学
校
の
び
の
び
学

級
は
、
学
校
の
統
合
に
伴
い
、

２
校
に
開
設
と
聞
い
て
い
た
が
、

１
校
に
変
更
し
た
理
由
は
。

 
　

長
期
的
な
財
政
状
況
を
勘

案
し
た
措
置
で
あ
る
。

 
　

増
加
す
る
児
童
に
対
応
す

る
た
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

 
　

年
々
増
加
す
る
通
級
者
に

対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

問答問答

 
　

行
政
の
都
合
で
、
教
師
と

児
童
が
築
い
て
き
た
信
頼
関
係

が
薄
ら
い
で
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

 
　

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を

十
分
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、
通
級

学
級
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
学
級
連
合
宿
泊
学
習

 
　

事
業
の
廃
止
を
予
定
し
て

い
る
が
、
身
辺
自
立
や
精
神
的

自
立
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
大

事
な
学
習
の
場
で
、
成
果
が
あ

る
。
そ
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

 
　

独
立
し
て
生
活
す
る
意
義

は
あ
る
が
、
連
合
宿
泊
以
外
で

問答問答

も
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
　

連
合
宿
泊
は
、
全
学
年
５

校
全
校
が
参
加
す
る
こ
と
に
効

果
が
あ
る
。
他
校
や
異
年
齢
の

人
た
ち
と
の
交
流
は
、
貴
重
な

体
験
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 
　

単
独
宿
泊
を
合
同
で
行
う

こ
と
も
で
き
、
通
常
学
級
と
の

交
流
も
一
層
進
め
て
い
く
。

 
　

財
政
面
の
理
由
で
、
児
童

の
成
長
に
大
き
な
成
果
が
あ
っ

た
事
業
を
廃
止
す
る
の
は
、
冷

た
い
と
思
わ
な
い
か
。

 
　

財
政
面
で
は
な
く
、
特
別

支
援
教
育
の
考
え
方
を
推
進
し
、

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

基
礎
学
力
向
上
に
向
け
た 

区
長
の
決
意

 
　

公
教
育
は
基
礎
学
力
に
責

任
を
持
ち
、
格
差
是
正
を
す
る

こ
と
が
使
命
だ
。
そ
の
た
め
に
、

　

か
年
計
画
（
第
２
次
）
の
成

１０果
指
標
に
学
力
最
低
基
準
の
達

成
率
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

問

 
　

学
力
調
査
結
果
の
個
票
を

作
り
、
個
別
に
対
応
し
て
い
く
。

 
　

各
地
で
首
長
の
決
意
の
も

と
、
基
礎
学
力
向
上
の
取
り
組

み
が
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
一

方
、
区
で
は
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
の
計
画
期
間
が
終
わ
っ
た
が
、

次
の
段
階
に
進
ん
で
い
な
い
。

教
育
行
政
へ
の
区
長
の
思
い
は
。

答問

 
　

独
自
の
学
力
調
査
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
も
指
導
を
工
夫
し
、

学
力
は
数
字
的
に
も
向
上
し
て

い
る
。
今
後
、
勉
強
が
分
か
ら

な
い
子
を
出
さ
な
い
努
力
、
優

秀
な
人
材
養
成
が
大
切
で
あ
る
。

潜
在
的
保
育
需
要
の
予
測

 
　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
（
後
期
）
策
定
時
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
独
自
に
試
算
し
た
結
果
、

潜
在
的
保
育
需
要
数
は
千
人
超

で
、
区
の
認
識
数
と
の
差
は
著

し
く
、
こ
れ
で
は
待
機
児
０
の

目
標
達
成
は
困
難
だ
。
区
も
潜

在
的
需
要
を
予
測
す
べ
き
で
は
。

 
　

予
測
は
難
し
い
が
、
潜
在

答問答

的
需
要
の
把
握
に
努
め
た
い
。

財
政
調
整
基
金
の
枯
渇

 
　
　

か
年
計
画
の
財
政
見
通

１０

し
で
一
般
財
源
規
模
の
基
準
額

を
定
め
、
不
足
は
財
政
調
整
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
る
と
い
う
。

だ
が
、
基
金
へ
の
積
立
予
定
の

年
度
で
も
計
画
上
、
繰
入
予
定

で
、　

年
後
に
は
枯
渇
す
る
計

１０

画
で
あ
る
の
は
問
題
で
は
。

 
　

基
金
は
、
財
源
の
年
度
間

調
整
を
担
う
と
と
も
に
、
特
定

目
的
基
金
で
対
応
で
き
な
い
不

足
部
分
へ
の
繰
り
入
れ
を
行
う
。

問答

区議会を区議会を　　　　　
傍聴してみません傍聴してみませんかか

　

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
は
、
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
傍
聴
希
望

の
方
は
、
会
議
の
当
日
、
区
議
会
事
務
局
（
区
役
所
議
会
棟
３
階
）
で

傍
聴
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
は
会
議
開
会
の
１
時
間

前
か
ら
、
入
場
は　

分
前
か
ら
に
な
り
ま
す
。
本
会
議
は
定
員
１
０
０

３０

人
、
委
員
会
は
定
員　

人
で
す
。

１５

　

な
お
、
携
帯
電
話
な
ど
電
子
機
器
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
電
源
を

お
切
り
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
区
議
会
事
務
局　
　

電
話
３
２
２
８
—
８
８
７
０


